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行
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修
道
簡
邪
入
正
止
観
法
門
』
(
『
五
教

止
観
』
)
 の

「
華
厳
三
昧
」
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て
 
(
小

林
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二
四
六

『
行
人
修

道
簡

邪
入
正
止
観
法
門
』
(『
五
教
止
観
』)

の

「華
厳

三
昧
」
に

つ
い
て

小

林

實

玄

法
蔵
が

「華
厳
三
昧
」
の
観
行
を
説
く
も
の
に
は
、
『
法
界
観
門
』

を
そ
の
ま
ま
継
承
す
る

『
華
厳
三
昧
観
』
が
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
に

『
五
教
止
観
』
即
ち

『
行
人
修
道
簡
邪
入
正
止
観
法
門
』

一
巻
 
(以
下

『修
道
止
観
法
門
』
と
云
う
)
 の
内
に
説
い
て
い
る

「
華
厳
三
昧
門
」
が

あ
る
。

い
ま
法
蔵
が
著
わ
す
前
期
の
い
く

つ
か
の
撰
述
に
お
い
て
、
そ

れ
ら
の
撰
述
は
、
こ
の

『
修
道
止
観
法
門
』
に
説
か
れ
る

「華
厳
三
昧

門
」
の
観
を
そ
の
根
底
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、

こ
の

こ
と
に

つ
い
て
論
じ
た
い
と
思
う
。

こ
の

『
修
道
止
観
法
門
』
が
法
蔵

(
1
)

の
撰
述

で
あ
る
こ
と
は
既
に
論
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
ず
、

こ
の

『修
道
止
観
法
門
』
の
内
容
を
み

れ
ば
、
目
小
乗

の

「界
分
別
観
」
(法
有
我
無
門
)
、
目
大
乗
の

「無
生
観
」
「無
相
観
」
(生

即
無
生
門
)
、国

「
事
理
円
融
観
」
、
圃
語
観
讐
絶
門
、

と
、
圃

「華
厳

三
昧
門

」
の
五
門

の
組
織
を
も
つ
て
説

か
れ
て
い
る
。
こ
の
五
門

は

『
五
教
止
観
』
に
お
い
て
は
五
教
判

の
五
教
に
配
さ
れ
る
止
観
の
よ
う

(
2
)

に
考
え
ら
れ
る
が
、
し
か
し
そ
の
内
容
に
注
意
す
る
と
実
は
そ
の
こ
と

よ
り
は
る
か
に
観
門

の
修
行
に
関
す
る
深
い
配
慮
を
払

つ
て
い
る
の
で

あ
る
。
即
ち
、

こ
れ
ら
の
観
門
は
、
師

の
智
綴
が
説
く
観
門
を
行
ず
る

と
こ
ろ
に
お
い
て
、
法
蔵
が

「行
人
」
の

「修
道
」

の
法
門
と
し
て
説

示
す
る
も
の
で
あ
り
、
「五
停
心
観
中
の
界
分
別

観
」
や

「無
相
観
」

は

『
孔
目
章
』
に
説
か
れ
る
観
の
な
か
か
ら
摘

示
し
、
「事
理
円
融
観
」

は
同
じ

『
孔
目
章
』
の

「通
観
」
な
ど
の
如
来
蔵

の
観
を
も
つ
て
説
く

も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
智
撮
が
多
く
の
諸
観
を
す

べ
て

二

乗
に
入

る
方
便
」
と
す
る
説
を
う
け
つ
操
、
そ
の
中
か
ら

「華
厳
三
昧
」
に
入

(
3
)

る
観
門
と
し
て
四
門
を
組
織
づ
け
た
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
法
蔵
自
ら

の
行
じ
た
観
行
に
お
い
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。と

こ
ろ
で
、
こ
の

『修
道
止
観
法
門
』
は

『
法
界
観
門
』
を
根
本
と

す
る
も
の
で
あ
り
、

そ
の

「華
厳
三
昧
」
を
説
く
に
つ
い
て
、

須
先
打
二計
執
自
然
後
方
入
二円
明
殉
若
有
三直
見
二色
等
諸
法
従
写縁
、
即
是

(
4
)

法
界
縁
起

也
。
不
三
必
更
須
二
前
方
便

一也
。
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と
示
す

の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
法
蔵
の
こ
の
観
の
論
述
の
立
場
が
あ

る
。即

ち
、
ま
ず
、
右
の

「直
ち
に
色
等
の
諸
法
が
1

即
ち
法
界
縁
起

な
り
。
」

と
説
く
所
に
お
い
て
は
、

こ
の

「華
厳

三
昧
門
」
が

『
法
界

観
門
』
の

「真
空
観
」
「
理
事
無
擬
観
」
「周
遍
含
容
観
」
の
三
重
の
観

を

一
つ
の
観
と
し
て
説
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
で
あ

ろ
う
。

次
に
は
、
ま
た
、
右
の

「
必
ず
し
も
前

〔
四
門
〕
の
方
便

を
須

い

ず
。
」
と
言
う
所
で
は
、
「
華
厳
三
昧
」
の
説
示
の
中
で
、
そ
の
方
便
と

し
て
説
い
た
前
四
門
の
内
容
を
、
巧
に

『
華
厳
三
昧
』
の
内
に
摂
し
、

こ
の
中
で
繰
り
返
し
説
い
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
お
い
て
、
こ
の

『
修
道
止
観
法
門
』
は

『
法
界
観
門
』
に
つ

い
て
、
法
蔵
が
自
ら
の
立
場
で
改
め
て
論
述
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、

こ
の

『
法
界
観
門
』
と

『
修
道
止
観
法
門
』
と
に
お
い

て
、
そ
の
論
述
に
関
す
る
異
り
と
し
て
注
意
す

べ
き
こ
と
は
、
『
法
界

観
門
』
に
お
い
て
は

「
理
事
無
擬
」
と
説
か
れ
る
こ
と
が
、
『
修
道
止

観
法
門
』

で
は
そ
の
無
擬
が

「
空
有
無
擬
」
と
説
か
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。

こ
れ
は
如
来
蔵
に
関
す
る
釈
解
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
そ
し
て
こ
の

『
修
道
止
観
法
門
』
で
は
、
「有
空
無
二

一
際
円
融
」

と
も

「
空
有
即
入
全
体
交
徹
」
と
も
、
「
空
有
無
二
即

入
融
通
」
等

と

(
5
)

説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の

「空
有
無
擬
」
の
論
拠
は
こ

こ
で
は
、

事
理
両
門
円
融

一
際
者
、
復
有
三
一門
幻
二
者
心
真
如
門
、
二
心
生
滅
門
。

心
真
如
門
者
是
理
、
心
生
滅
門
者
是
事
。
即
謂
空
有
二
見
、
自
在
円
融
、
隠

顕
不
同
、
寛
無
障
擬
。
言
二無
二
一者
、
縁
起
之
法
、
似
有
即
空
、
空
即
不

(
6
)

空
、
復
還
成
レ有
。
有
空
無
二
、
一
際
円
融
、
二
見
斯
亡
、
空
有
無
擬
。

と
説
く
、
「似
有
即
空
」
と

「
空
即
不
空
」
と
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

そ
こ
で
い
ま
は
、
ま
ず
こ
の
こ
と
に
関
連
す
る
こ
と
か
ら
考
え
る
こ

と
に
し
よ
う
。

は
じ
め
に
、
こ
の

「縁
起
之
法
、
似
有
即
空
」
に
関
す
る
も
の
と
し

て
は
、
同
じ
く

「華
厳
三
昧
門
」
に
お
い
て
、

云
何
方
便
入
法
界
耶
。
答
。
言
二入
方
便
一者
即
於
二縁
起
法
上
一消
息
取
レ之
。

(
7
)

何
者
、
即
此
縁
起
之
法
即
空
無
性
。
由
二無
性
一故
幻
有
方
成
。
…
…
。

等
と
説
か
れ
る

「於
縁
起
法
上
」
と
言
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

即
ち
、
こ
の
縁
起
法
に
関
し
て
注
意
す

べ
き
も

の
に
、
『華
厳
経
問
答
』

が
あ
る
。
こ
の

『問
答
』
は
、
法
蔵
が

『
華
厳
経
』
の
論
究
に
関
す
る

重
要
な
撰
述
で
あ
り
、

こ
れ
も
亦
、
彼
が
観
門

を
根
底
と
し
て
三
乗
と

異
る

一
乗
の
義
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

い
ま
こ
の

『問
答
』

に
お
い
て
、
そ
の
縁
起
の
論
釈
は
、
根
源
的
に

は

『
華
厳
経
』
「十
地

品
」
の

「十
二
縁
起
観
」
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
説
示
に
あ
る
。

こ
れ

は
勿
論
、
智
巖
の
釈
解
を
う
け

つ
つ
、
ま
た
自
ら
の
立
場
に
お
い
て
説

く
も
の
で
あ
り
、
「十
二
因
縁
即

一
如
来
蔵
」
と
言
う
如
来
蔵

の
立
揚

『
行
人
修
道
簡
邪

入
正
止
観
法
門
』
(
『
五
教

止
観
』
)
 の

「
華
厳

三
昧
」

に

つ
い
て
 
(
小

林
)
 

二
四
七
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『
行
人
修
道
簡
邪
入
正
止
観
法
門
』

(『
五
教

止
観
』
)
 の

「
華
厳
三
昧
」

に

つ
い
て
 
(小

林
)
 

二
四
八

で
釈
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
十
二
縁
起
観
は
十
観
と
し
て
説
か
れ
て

い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
解
釈
を
通
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
、

「空

・
無
相

・
無
願
」
の
三
空
門
と
、
「
分
別

・
依

他

・
真
実
」
の
三

(
8
)

性
並
に
そ
の

一
無
性
性
の
三
性
門
と
を
も

っ
て
釈
す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
細
論
は
別
に
ゆ
つ
る
こ
と
に
し
て
、
そ
の
縁
起
観
の
結
示
は
、

問
。
三
乗
縁
起

一
乗
縁
起
有
二何
別
一耶
。
答
。
三
乗
縁
起
者
縁
集
有
縁
散
即

(
9
)

無
。

一
乗
縁
起
即
不
レ
爾
。

縁
合
不
レ
有
、

縁
散
不
レ
無
故
。

と
説

か

れ
る

所

に

あ

り
、

し

か

も
、

十
番
十
二
因

縁
観
略
示
如
レ是
。

広
説
如
二
論
中
三
番
説
幻

と
論

じ

て

い
る

が
、

そ

の
三

番

の
説

に
関

す

る

『
問

答

』

の
釈

は
、

以
二自
四
縁
等
理

一為

二
此
観

体
幻
同
三
二
性
門

一為
二
順
観
体

以
二
三
空
門
一為

二

逆
観
体
幻
問
。

其
相
云
何
。

答
。

遣
二外
執

一以
施
設
。

所
執
実
即
空
、
分
別

性
従
レ
縁
以
レ
有
為
二
依
他
性
幻
依
他
性
所
詫
之
実
為
二
真
実
性
幻
如
レ
是
為
三
随

レ情

安
二
立
三
性
十
二
因
縁
法
幻
見
二
如
レ
此
理
事

一名
為
二
順
観

一也
。

若
以
三
二

(
1
0
)

空
門

…
…

と
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
、

こ
の
釈
を
み
る
と
き
、
法
蔵
が
縁
起

を
三
性

で
論
ず
る
根
本
が
こ
こ
に
あ
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
り
、
所
謂

縁
起
は
そ
の
依
他
性
に
お
け
る
似
有

・
幻
有
と
空

・
無
性
と
に
お
い
て

説
く
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
三
性
に
よ
っ
て
理
事
無
擬
を
説
く
場
合
の
所
論
に

『
華

厳
教
分
記
 
(『華
厳
五
教
章
』)
』
の

「義
理
分
斉
」
中
の
「
三
性
同
異
義
」

が
あ
る
が
あ
る
が
、

こ
れ
も
亦
、
こ
の
問
題

に
関
連
す
る
も
の
で
あ

(1
1
)

る
。次

に
は
、
さ
き
の

「
空
即
不
空
」
に
関
す
る
も
の
と
し
て
、
『
華
厳

玄
義
章
』
に
注
意
し
た
い
。
『
玄
義
章
』
は
こ
れ
ま
た
法
蔵
が

そ
の
根

底
を
解
行
に
お
い
て
、
十
門
を
も

っ
て
そ
の
玄
義
を
論
ず
る
重
要
な
論

述
で
あ
る
。

い
ま
、
そ
の

「縁
起
無
擬
門
 
(第

一
)
」
は
、
そ
の
観
行
を
根
底

と

し
て

「
法
界
縁
起
」
を
論
ず
る
も

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
(
一
)
 
空

不
空

門
、

目
相
在
不
在
門
国
相
是
不
是
門

の
三
門
を
開
い
て
論
ず
る
の
で
あ

る
が
、
そ
の
中
相
在
不
在
門
は
相
入
、
相
是
不
是
門
は
相
即
の
縁
起
を

説
く

「
法
界
縁
起
」
で
あ
る
こ
と
に
問
題
は
な

い
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の

中
に
空

・
不
空
門
を
論
じ
て
い
る
こ
と
が
い
ま

注
意

さ
れ
る

の
で
あ

る
。

そ
れ
は
、

空
不
空
門
。
謂

一
切
皆
空
無
有
毫
末
相
。
以
縁
起
無
性
故
。
虚
相
尽
故
。
或

一
切
不
空
。
以
三空
為
二諸
法
一故
。
以
レ非
二情
謂
之
無
一故
。
不
レ異
二色
等
一

(
1
2
)

故
。
或
二
義
無
擬
故
。
或
両
門
倶
混
故
。
並
可
二
準
思
幻

と
言
う
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
空

・
不
空
に
関
す
る
四
句
に
よ
っ
て

(1
3
)

そ
の
空
有
無
擬
を
論
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
は
法
蔵
が
法
界
縁
起
を
説
く
場
合
に
、
通
例
相
在

・

相
是
の
二
門
に
お
い
て
説
く
の
と
異

っ
て
、
こ
の
空
不
空
門
を
も
論
じ

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
所
謂
彼
の
観
行
の
立
場
に
お
い
て
は
常
に

そ
れ
が
ふ
く
ま
れ
て
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が

注
意

さ
れ
る

の
で
あ

る
。
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即
ち
、
こ
の
こ
と
は
、
い
ま

『
修
道
止
観
法
門
』
中
の

「華
厳
三
昧

門
」
が
、
『法
界
観
門
』
の
三
重
の
観
の
立
場
を
う
け
て
そ
れ
を

一
観

と
し
て
示
し
て
い
る
と
理
解
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
そ
の
意
味
を
し
る

こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
。

次
に
は
、
『
華
厳
教
分
記
』
に
つ
い
て
、
『
修
道
止
観
法
門
』
と
の
関

連
を
考

え
よ
う
。

ま
ず
、

そ
の

「
三
性
同
異
義
」
に
お
け
る

「問
答
決
択
」
の
四
句
分

別
の
論

と
、
「
華
厳
三
昧
門
」
に
お
け
る
縁
起
に
関
す
る
遮
情

と
表
徳

と
の
四
句
と
は
、
そ
の
論
述
に
お
い
て
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は

(1
4
)

す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
も
、
「
三
性
同
異
義
」

(1
5
)

に
お
い
て
は
、
「
三
性

一
際
挙

一
全
収
、
真
妄
互
融
性
無

障
擬
」
と
真

妄
交
徹

を
説
き
、
『修
道
止
観
法
門
』
で
は
空
有
交
徹
と
説
く
異

り
は

あ
つ
て
も
、
「縁
起
之
法
即
空
無
性
、
由
二無
性

一故
幻
有
成
」
等

の
所

説
は
法
蔵

の
所
論
と
し
て
三
性
に
依
つ
て
説
く
縁
起
で
あ
る
こ
と
は
、

さ
き
に
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
「
十
玄
門
」
の
十
門

の
列
示
に
つ
い
て
、
『
華
厳
教
分
記
』
は

目
同
時
具
足
相
応
門

・
目

一
多
相
容
不
同
門

・
日
諸
法
相
即
自
在
門

・

四
因
陀
羅
網
境
界
門
と
云
う
順
序
で
論
じ
て
い
る
が
、

こ
の
十
門
の
列

(
1
6
)

順
は
他

の
撰
述
に
お
い
て
改
変
を
重
ね
て
い
る
中
で
、
「華
厳
三
昧
門
」

が

「
同
時
頓
現
無
前
無
後
」
「同
時
即
入
」
を
説

き
、
そ
こ
に

「
帝
釈

(1
7
)

天
珠
網
」

の
観
を
説
い
て
い
る
こ
と
は
、
両
者
が
同
じ
立
場
に
お
い
て

説
き
あ
ら

わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。

更
に
次
に
は
、
観
門
の
著
述
と
し
て
重
要
な

『華
厳
三
昧
観
』
と
の

(
1
8
)

関
連
を
考
え
て
お
き
た
い
。

こ
こ
で
は
、
ま
ず
、
『
華
厳
三
昧
観
』
の
中

で
、
「法
界
観
門
」
の
三

重
の
観
の
次
に
説
く

「
色
空
章
十
門
止
観
」
が
注
意
さ
れ
る
。
即
ち
、

こ
の
止
観
が

「
色
空
章
十
門
止
観
」
と
標
示
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

『
修
道
止
観
法
門
』
の

「
華
厳
三
昧
門
」
で
、

若
有
三直
見
二色
等
諸
法
従
写縁
、
即
是
法
界
縁
起
也
。

と
言
う
論
説
に
お
い
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
ま
た
、

こ
の

「
色
空
章
十
門
止
観
」
も

『
法
界
観
門
』
を
法
蔵
が
改
め
て

一
観

(
1
9
)

と
し
た
も
の
で
あ
り
、

こ
の
こ
と
に
よ
つ
て
更

に
こ
れ
ら
両
観
が
関
連

を
も
つ
観
門
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
の
内
容
に
お
い
て
も
、
「色
空
章
」
は
理
事

に
よ

つ
て
、

『
修
道
止
観
法
門
』
は
空
有
に
よ

つ
て
説
く
と
い
う
異
り
は
あ
る
が
、

し
か
も
と
も
に

「
言
亡
解
絶
」
の
立
場
を

「理
事
無
擬
観
」
の
次
に
置

(2
0
)

い
て
い
る
こ
と
は
、
『
華
厳
三
昧
観
』
中
の
他

の
観
と
は
違

つ
て
、
こ

れ
ら
二
つ
の
止
観
が
同
じ
立
場
に
あ
る
こ
と
が

一
層
明
ら
か
に
し
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

な
お
、
そ
の
他
、
『遊
心
法
界
記
』
は
勿
論
、
『
妄
尽
還
源
観
』
に
つ

い
て
も
論
及
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
こ
れ
ら
は

法
蔵
の
後
期
の
撰
述
で
あ
り
、
今
は
前
期
の
諸
章
に
お
け
る
問
題
を
指

摘
す
る
に
と
ど
め
た
い
。
た
だ
し
、
『妄
尽
還
源
観
』
に

つ
い

て
は
、

こ
の

「
華
厳
三
昧
門
」
に
お
い
て
、

『
行

人
修
道
簡
邪
入
正
止
観
法
門
』

(『
五
教

止
観
』
)
 の

「
華
厳

三
昧
」

に

つ
い
て
 
(
小

林
)
 

二
四
九
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『
行
人
修
道
簡
邪
入
正
止
観

法
門
』
(
『
五
教
止
観
』
)
 の

「
華
厳
三
昧
」
に

つ
い
て
 
(
小

林
)
 

二
五
〇

問
空
有
無
二
即
入
融
通
者
、
如
何
復
云
レ見
三眼
耳
等
即
入
二法
界
中
一耶
。

答
。

若
能
見
二
空
有
如
写
是
者
、

即
妄
見
心
尽
方
得

二順
レ
理

入
二
法
界

一也
。
何

(
2
1
)

以
故
、
以
縁
起
法
界
離
レ見
亡
レ情
繁
興
万
像
故
。

と
説
か

れ
る
と
こ
ろ
に
、
こ
の
観
が
改
め
て
撰
述
さ
れ
る
始
源
を
認
め

る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
点
を
付
記
し
て
お
き
た
い
。

こ
の
よ
う
に
、
法
蔵
の
前
期

の
諸
撰
述
を
よ
む
と
き
、
こ
の

『
修
道

止
観
法
門

』
は

『遊
心
法
界
記
』
の
草
稿
で
あ
る

こ
と
に
と
ど
ま
ら

ず
、
法
蔵

が
論
説
す
る
重
要
な
観
門
と
し
て
、
他
の
多
く
の
撰
述
の
基

底
と
な

っ
て
い
る
、
甚
だ
注
意
す
べ
き
撰
述
で
あ
る
と
考
え
ね
ば
な
ら

な
い
で
あ

ろ
う
。

1
「
華

厳
五
教
止
観
」
撰
述
者
論
孜
、
結
城
令
聞
氏
 (宗
教
研
究
新
第
七

巻
第
二
号
)

2
『
五

教
止
観
』
の
題
名
は
後
人
が
与
え
た
も
の
で
あ
る
。
(同
右
参
照
)

3
「
華

厳
宗
初
期
の
修
観
の
状
況
に
つ
い
て
」
拙
稿
 (印
度
学
仏
教
学
研

究
二
十
二
の
二
)

4
 
正
蔵
、
四
五
、
五
二
二
、
中
。

5
 
正
蔵
、
四
五
、
五
一
一
-
五
二
二
。
こ
れ
ら
は
、
順
次
、
第
三
事
理
円

融
観
、
第
四
語
観
讐
絶
門
、
第
五
華
厳
三
昧
門
に
説
か
れ
る
が
、
こ
れ
ら

三
観
に
お
け
る
空
有
無
擬
の
問
題
に
つ
い
て
は
別
に
考
え
る
。

6
 
正
蔵
、
四
五
、
五
二
一
、
中
。

7
 
正
蔵
、
四
五
、
五
一
二
、
中
。

8
 
正
蔵
、
四
五
、
六
〇
五
上
-
六
〇
六
上
。

9
 
正
蔵
、
四
五
、
六
〇
六
、
上
。

1
0
 正
蔵
、

四
五
、

六
〇
五
、

中
。

1
1
 正
蔵

四
五
、

四
九
九
上
-
五

〇

二
下
。

1
2
 正
蔵
、

四
五
、

六

二
三
、

上
。

1
3
 
空
有

に
関

し
て
は

「
玄
義
章
」

の
他

の
門

に
も
説
か
れ

て
い
る
が
、

今
は

略

す
る
。

1
4
 前
掲
、

「
華
厳

五
教
止
観
」

撰
述
者
論
孜
。

1
5
 正
蔵
、

四
五
、
五
〇

一
、
下
。

1
6
「
法
蔵

の

一
乗
教
義

の
論
成
に
つ
い
て
」
拙
稿
 
(
竜
谷
大
学

論

集

第

四

百
号
)

1
7
 正
蔵
、

四
五
、

五

一
二
、
下
-
五

二
二
、
上
。

1
8
「
華
厳
三
昧
観

の
研
究
」
拙
稿
 
(
印
度
学
仏
教
学
研

究
二

十

四

の

一
)

参
照

1
9
 同
右
。

2
0
 同
右
。

2
1
 正
蔵
、

四
五
、

五

一
二
、
中
。
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